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ので，金属アルコレートからのシリカガラス及び B 2 03 - Si02 系ガラスのガラス生成過程の解明とガラ







第 3 章においては， B203 -Si02 系ガラスについて金属アルコレートからのガラス化過程を明らかに
している。特に，乙の系では，ゲル化法でイ乍成したガラスもガラス転移現象を示す乙とを立証している。
第 4 章においては ， Ti O2 -Zr O2 -Si O2 系ガラス薄膜の生成過程を明らかにするとともに，耐アルカ
リ性に優れたガラス薄膜の開発について記述している。 50 モル箔以上の Si02 を含む組成域で透明な
ガラス薄膜を作製でき，その耐アルカリ性は Zr02 の導入によって著しく向上する乙とを見いだし，ガ
ラス構造におよぼす Zr4 + 及び Ti4+イオンの役割についても論じている。



















キサン結合を形成し， 700 - 800'0で気孔のないシリカガラスになることを明らかにし，また得ら
れたガラスの密度，屈折率などの性質は，通常の溶融法(温度は約 2000'0) で作製したガラスのそ
れと同じである乙とを立証している。




(4) Ti O2. Zr02 を含むガラス薄膜を作製し，そのガラス薄膜の生成過程を明らかにするとともに，ガ
ラス薄膜の得られやすい組成域を見いだしている。特に， Zr02 を含む系では耐アルカリ性に非常に
優れたガラス薄膜の作製に成功しており，耐アルカリ性におよぼす Zr4十イオンの役割にづいても検






配されて膨脹していく乙とを示し直径 50-500μm，肉厚 0.5-7.0μm で真球度及び肉厚の均一
性に優れた中空ガラス微小球の製造に成功している。
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以上のごとく，本論文は金属アルコレートを原料にしたガラスの生成過程を明らかにするとともに，
ガラス薄膜や中空ガラス微小球の開発にも成功し，新しいガラスの製造技術の発展に貢献すると乙ろが
大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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